
   これまでの経験を通じて、当事者の声を聞き、情報公開と対話を重視する政治を実践してきました。今後
も変わらぬ信念で、地域社会の課題解決と新しい選択肢の提示に取り組んでいきます。

中野ひろしの歴史

6. 初めての選挙と当選までの道のり

3. 学生時代の学びと挫折

　　1986年、大洲市立大洲北中学校に進学。家業が最盛期を迎え、学校よりも家の手伝いに多くの時間を費やしまし
た。父の運転する冷凍配達車で各地を回り、夜は松下寿電子大洲工場の売店で自動販売機の補充も担当。これらの
経験を通じて、商売の現場や地域の地理を学びました。
　　1989年、愛媛県立大洲高等学校普通科に入学。中学時代は勉強に自信がありましたが、高校では授業について
いけず、2学期から卒業まで非選抜クラス（バラ組）となりました。しかし、クラス室長には7回連続で選ばれ、教員との
交渉力を身につけました。高校3年時には校則緩和運動に挑戦するも、挫折を経験します。

4. 大学時代の海外体験と地元への思い

1. はじめに
　　本稿は、私がどのような経験を経て政治家となり、どのような信念で活動してきたかを
まとめたものです。政治や地域社会に関心を持つ方々に、現場での実体験や課題意識、
そして変革への思いを伝えることを目的としています。

2. 幼少期・家業での経験

　　議会について調べると情報がほとんどなく、「自分が議会に入れば情報公開を進められる」と考え、立候補を決意。

2002年5月に会社を退職し、9月の市議選に向けて政治活動を開始しました。当時は政治とお金のスキャンダルが相
次ぎ、政治へのイメージが悪化していました。私は「お金のかからない選挙」を信念とし、寄付やカンパで費用をまかな
い、豪華なパンフレットやスタッフを使わず、徹底した歳出削減を実践しました。
　　選挙戦では、最初の街頭演説で失敗し、2日間は市民へのヒアリングに徹しました。市民の声を聞く中で訴えるべき
内容が明確になり、4日目の演説で初めて拍手をもらいました。最終的に30人中20位で初当選し、当時愛媛県内最

年少の市議となりました。選挙費用は約30万円と破格の低さでしたが、従来の選挙慣行に反し、批判も受けました。

7. 議員としての活動と信念

　　1973年7月、大洲市常磐町に生まれました。家族はアイスクリームの卸売業と食料品店を営んでおり、私はその長
男として育ちました。幼少期は大洲乳児保育所、喜多保育所、喜多幼稚園を経て、1980年に大洲市立喜多小学校へ
入学。当時は団塊ジュニア世代で、児童数1,100名を超える南予一のマンモス校でした。1982年、家業の拡大に伴
い東大洲へ転居しました。

8. 情報発信の取り組み

　　高校卒業後、地元を見つめ直すため県外進学を希望。両親の反対を説得し、広島市の予備校で寮生活を送り、1
年の浪人を経て同志社大学経済学部に入学しました。大学では「20代の感性で世界を体験しろ」という教授の言葉
に刺激を受け、長期休暇ごとに中国、モンゴル、ベトナム、カンボジア、ミャンマー、インドなど十数カ国を一人旅しまし
た。当時は円高で海外旅行がしやすい時代でしたが、旅を重ねるほど自分のルーツである大洲への思いが強くなりま
した。インド・カルカッタでマザー・テレサのミサに参加し、「まずは隣人に尽くしてください」という言葉に深く感銘を受
けました。

　　22歳のとき、偶然テレビで「男はつらいよ 寅次郎と殿様」を見て、見慣れた大洲の風景の美しさに感動し、卒業後
は地元で頑張ろうと決意しました。

5. 就職活動と帰郷、政治への目覚め

　　政治を志した時から情報公開と発信を重視し、WEBサイトやSNSを積極的に活用してきました。主な情
報発信の歩みは以下の通りです。
・2002年7月　WEBサイト開設
・2005年9月　WEBLOG開設
・2009年9月　iPhone3gs導入
・2009年11月　Twitter利用開始
・2011年1月　Facebook利用開始
・2012年　LINE利用開始
・2016年3月　Instagram利用開始
・2021年4月　YouTubeチャンネル「中野ひろしTV」開設
・2022年3月　公式LINEアカウント開設
・2022年8月　TikTokアカウント開設
　　現在はYouTube、Instagram、公式LINEに注力。YouTubeは開設4年で登録者2,400人、動画
2,400本超を配信し、ショート動画やライブ配信も継続しています。

9. 家庭と社会課題への取り組み
   2014年に結婚し、2015年、2018年、2021年に1男2女を授かりました。少子化や子育て支援が社会的テーマと
なる中、現職議員で小学生や未就学児を育てているのは私だけです。実態に即した子育て支援策の提案に力を入れ
ています。

10. 防災・減災への思い
   2018年の西日本豪雨で自宅が大規模半壊し、初めて「被災者」となりました。当時、妻は妊娠9ヶ月で体調を崩
し、緊急入院も経験。現職議員で自宅被災を経験したのは3名のみで、被災者の立場に立った復興・防災政策にも積

極的に取り組んでいます。

11. 街頭演説と市民との対話

   選挙時以外にも街頭演説を行ったのは大洲で初めてでした。2004年の市長選前哨戦をきっかけに、以後20年以
上、4,500回を超える街頭演説を継続。市民の声を直接聞き、対話を重視する政治スタイルを貫いています。

12. おわりに：今後への決意

　　就職活動では愛媛県の地方銀行から内定を得ましたが、海外放浪の影響で卒業単位が足りず1年留年。内定は
取り消され、「就職していないのにクビになった男」と友人にからかわれました。1999年、金融機関の破綻が相次ぐ就
職氷河期の中、大学卒業後に大洲市へ帰郷。家業を手伝いながら、社会福祉法人の非常勤職員やメーカーの大洲

駐在員として働きました。
　　ちょうどその頃、大洲市では山鳥坂ダム建設中予分水問題を巡る住民投票条例請求運動が盛り上がっていまし
た。私は「住民投票条例制定の請求」に共感し、初めて政治的な運動に参加。有効署名が有権者の6割を超え、市議
会に直接請求されましたが、条例案は否決されました。当時の議員の「不満なら市議選に出馬を」という発言に納得
し、自ら立候補を意識するようになりました。

　　当選後、生活も周囲の反応も一変。選挙事務所には多くの取材が入り、お祝いの品も届きましたが、「これが腐敗
の元凶」と直感し、すべて返却しました。市役所では職員が一斉に起立し、権力の重さを実感。「権力は人を狂わせ
る」と感じ、以後は通路の端を歩くことを習慣としています。
　　最初の3期9年間は会派に属さず一人で活動。4期目からは「政策実現のために仲間を作ることも大切」と考え、新

会派「自由クラブ」に参加し、2023年からは代表を務めています。
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